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1月のこよみ

1 日元 日

2 1/ 初 荷

庁御用始め

6 11 小 寒

7 1/ 七 草

8 グ学校始業

15 11 成人の日

18 1/ 土 用

21 グ 大 寒

27 1/ 旧元日
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と しを ふりカ=乏り

期待多き新春を

昭和45年の市政は進むべき ンが、近く議会の承認をえて その主なものについて、皆

万向へ、大きく一歩前進した 決定されることとなり、乙れ 様とともに、写真特集号とし

意義ある年であったと言えま にそって、私の理想とする「 てふりかえってみましょう。

しよう。 明るく 住みよい大村市」 来年も、市民各位のと意見

それは、本年当初から懸案 の建設が、進められてゆくわ や、お知恵をおかりしまして

となっておりました新大村空 けであります。 さらに飛躍いたしたいと、大

港建設が、市民各位の深いど さて、本年は、特に道路行 いなる夢ぞいだいております

理解とと協力によりまして本 政l乙力を入れましたが、その どうか、皆様には、健康で

決まりとなわ、県の中核都市 ほか、企業誘致をはじめ、イ主 幸せな、よい年をお迎えくだ

として、未来を約束された乙 宅建設、教育環境の整備等、 さるよう、心からお祈りいた

とでした。 重点施策の推進につとめて参 しまして年末のごあいさつと

これに伴い、将来の都市づ りました。 いたします。

くり、いわゆるマスタープラ
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毎月 3回1日・10日・20日発行
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実施月日i実施場所| 実施時間
1月 7日|萱瀬出張所 I 9.30'"'"'11. 00 

1 月 8 日 !竹松出張所 1 1Lii二1if~I 乳月
-~~^~-- I ~ 一一一| 州の

1月11日|三浦診療所 19.30----11.0017Y.:リ
~:~:~: v. uU -i~' uUI兎妊

1用12日|鈴田出張所 I!3.30-15.0QI検婦

1月18日(松原出張所 1930'"'-'11.U01診写
1月19B I 福重出張所 1 9.30-11.001 
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を
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路 移事 名 制限期間

市道峯2の3平6号~線原(郷諏字訪横郷尾字1 至自 456 . 12 20 片側通行46. 2.25 

市(道/与幡9神6社号線~大多武1 至自 44b6 .. 123 20 5 全面交通止

i 市道(日2刊5白1号~線硯出石〉 至自 4456 . 132 . 20 5 全面交通止

市道(岩175松号~線松尾) 至自 456 1 2 . 20 全面交通止46. 3. 5 

市道(桑原140~号西操小JlI内〕 至自 456 . 12 . 20 全面交通止46. 3 5 

で百一市菖冨道(I平域旦E~堕I2d荒1棟奇二号瀬虚麗線陣血字{豆原L大I口似郷田字 自E品46128 h5  殖止至自 4456.132205全面交人通止

至自 44561232051|全面交通止
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